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１．AI翻訳をオンライン授業で活用するに至った経緯 

2019年度  ドイツ語授業での経験（ドイツ語学習を始めて 3学期目のクラス） 

2020年 3月   獨協大学にて「AI翻訳と外国語教育」シンポジウム開催 

2020～2021年度 ライヴ型オンライン授業（Zoom使用）で AI翻訳を活用する「テクスト研究（芸術・文化）」を実施 

（ドイツ語学科 3年生以上の選択必修科目。週 1回 100分×14週。定員 35名、2年終了時の成績が中下位の学生対象） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Salzburg  



２．授業の進めかた 

事前配布物（LMSの manaba経由） 

①ドイツ語のテクスト（PDFファイル） 

②AI翻訳によるテクスト和訳の画面コピー（PNGファイル、下の写真のようなもの） 

（2020年度春学期は Google翻訳のみ。2020年度秋学期～Google翻訳と DeepL翻訳の 2種）＊DeepL翻訳は 2020年 3月から日本語での提供開始 

③内容理解や文法説明のための資料（PDFファイル）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



授業構成 

＊原則として Zoomで実施（2021年度…学期はじめは対面授業） 

①教員がテクストの内容について簡単に解説 

②テクスト内容と関連する動画鑑賞（Zoom画面共有、URLは配布資料にも記す） 

③20～25分程度の作業時間 

④Google翻訳のドイツ語音声を聴く（Zoom画面共有） 

⑤学生が 1～2文ずつ音読・日本語訳 

＊指示代名詞、人称代名詞、所有冠詞等の指すものの確認、文法事項の説明、よりよい日本語訳の提案等 

＊テクスト本文で言及された音楽作品等について教員が解説・動画鑑賞 

⑥LMSで課題を解く。学生は授業当日中に LMSに解答をアップロード（提出課題以外に各自復習するのも事後課題） 

⑦翌朝、採点結果の公開および全員に向けたコメント・解答例の掲示 

 

 

 

 

 

 

 

 

Erlangen 



期末試験 

2020年度および 2021年度春学期…オンライン実施 

2021年度秋学期…対面実施 

 

・いずれの場合も、授業配布資料、ノート、AI翻訳、電子辞書、インターネット等あらゆるものの使用を認める 

・ただし、他者の力は借りないこと（オンライン試験の場合は解答している姿を Zoomでうつす） 

＊初出の文章を含める 

＊内容の理解度や文法の応用力をはかる問題を中心とする（単純な日本語訳は出題しない） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

獨協大学正門前 



３．観察結果、まとめ 

各学期末のアンケート結果 

2020年度春学期…アンケート回答者数 14名、受講者数 34名 

2020年度秋学期…アンケート回答者数 19名、受講者数 24名 

2021年度春学期…アンケート回答者数 24名、受講者数 27名 

2021年度秋学期…アンケート回答者数 22名、受講者数 24名 

 

 

①AI翻訳アプリを用いたことで読解に要する時間が短くなったか 

2020年度春学期…短くなった 57.1％、変わらない 42.9％ 

2020年度秋学期…短くなった 84.2％、変わらない 10.5％、かえって長くなった 5.3％ 

2021年度春学期…短くなった 70.8％、変わらない 25.0％、かえって長くなった 4.2％ 

2021年度秋学期…短くなった 68.2％、変わらない 27.3％、かえって長くなった 4.5％ 

＊2021年度のほうが AI訳に誤訳が多い傾向があった 

 

 

 

 

獨協大学芝生広場 



②AI翻訳アプリを使ったことは本文の内容理解の助けになったか 

2020年度春学期…はい 92.9％、その他 7.1％（AI訳の誤りで混乱することがあったという自由記述あり） 

2020年度秋学期…はい 100％ 

2021年度春学期…はい 100％ 

2021年度秋学期…はい 95.5％、いいえ 4.5％ 

 

③AI翻訳アプリを使ったことは学力向上に役立ったか 

2020年度春学期…はい 92.9％、いいえ 7.1％ 

2020年度秋学期…はい 78.9％、いいえ 15.8％、無回答 5.3％ 

2021年度春学期…はい 79.2％、いいえ 20.8％ 

2021年度秋学期…はい 90.9％、いいえ 9.1％                →モティヴェーション・アップの効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

獨協大学中庭 



授業をおこなって気づいた AI翻訳の問題点 

・訳抜け 

・重複訳 

・誤訳 

・不完全な日本語文（体言止め以外） 

・日本語文中にアルファベットが残る 

・固有名詞のカタカナ書きの誤り（例：Endenich → エンドシーチ） 

・原語から離れた奇妙なカタカナ書き（例：Kantor → カンタウトーレ） 

・もともと日本語では使わない記号（コロン、半角ハイフン）が残る 

・カッコの種類の混在（開き括弧と閉じ括弧の種類が異なる） 

・指示代名詞・人称代名詞・所有冠詞などのとり違え 

・ひとまとまりの文章のなかでの訳語不統一 

・「です・ます」体と「だ・である」体の混合 

 

→学生に注意喚起した 

 

 

 

 

           Schloss Neuschwanstein 



学生に特に伝えたこと（上記の問題点への対応以外） 

・日本語のワープロソフトで漢字変換が正しいか確認しながら入力するように、AI 翻訳も適切に訳されているか確認しな

がら使う 

・AI翻訳の特徴・傾向を把握して上手に活用してほしい（うまく使えば時間短縮になりうる） 

 

教員側の留意事項 

・学生たちが AI翻訳を使うことを前提に授業や教科書・問題集を構想する 

・教員も AI翻訳の進歩に目を向けて、柔軟に対応しながら教育方法を考える 

（私企業の提供する無料翻訳アプリは、提供内容等が変わっても苦情は言えないということも考慮） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました  


